












主査 早稲田大学教授   博士（法学）（早稲田大学）中島徹 
 早稲田大学教授   博士（法学）（早稲田大学）水島朝穂 






下関市立大学経済学部専任講師の山本真敬氏は、早稲田大学学位規則第 7 条第 1 項に基
づき、2018 年 10 月 22 日、その論文「立法裁量の「判断過程統制」の検討―「違憲の主観
化」の一断面」を早稲田大学大学院法学研究科長に提出し、博士（法学）（早稲田大学）の
学位を申請した。後記の委員は上記研究科の委嘱を受け、この論文を審査してきたが、2019



























































































































 以上を踏まえて、第 3 部では、立法裁量の「判断過程統制」の時宜適合判断審査型およ
び考慮要素審査型の理論的検討がなされ、それらに対する山本氏の総括と評価が論じられ
ている。 

































































































































































主査 早稲田大学教授   博士（法学・早稲田大学）中島 徹(憲法) 
 
 
副査 早稲田大学教授 博士(法学・早稲田大学) 水島朝穂(憲法) 
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３．修正対照表（2015年度から必須） 
 
【付記】 
 本審査員会は、本学位申請論文の審査にあたり、下表のとおり修正点があると認めたが、
いずれも誤字・脱字等軽微なものであり、博士学位の授与に関し何ら影響するものではな
いことから、執筆者に対しその修正を指示し、今後公開される学位論文は、修正後の全文
で差支えないものとしたので付記する。 
 
博士学位申請論文修正対照表 
 
修正箇所 
（頁・行 
等） 
修正内容 
修正前 修正後 
114頁・下か
ら2行目 
着せられる 帰せられる 
240頁・上か
ら12行目 
事後適合判断審査 時宜適合判断審査 
概要書2
頁・8行目 
事後適合判断審査 時宜適合判断審査 
・ 
・ 
・ 
・ 
・ 
・ 
・ 
・ 
・ 
・ 
・ 
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